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はじめに
Association on Higher Education And Disability（AHEAD)は、日本の高等教育機関で学ぶ障害学生およびその支援に関わる教職員、また障害学生支援に関心のある人々を対象に、インターネットアンケートを２００９年３月に実施した。アンケート目的は、障害学生支援に関わる人々のニーズを把握するためである。実施概要は以下の通りである。
実施期間：２００９年３月１２日から２００９年４月３日まで
実施方法：インターネットアンケート
質問数：８
アンケート参加募集方法：２００９年２月８日に東京都内で行われた支援技術開発機構（ATDO）主催のセミナー参加者、PEP-NET Japan、障害学のメーリングリストを通して、アンケート参加を募集。
個人情報に関して：回答者のプライバシーを厳重に守るため、個人の名前が特定できない方式でデータを集計、分析。集計後、データは消去。
回答者数：８７人
AHEADは、アメリカ、カナダを主な協会活動拠点に置いているが、それ以外の諸外国で活動を広げるため努力を行ってきている。しかし、カナダ以外の海外在住の会員数は変動が多く、また入会継続をする人の数が少ない。AHEADのメンバーディレクトリーによると、海外在住メンバーとして、３名がオーストラリア、２名はニュージーランド、１名はアイルランドと数が少ないのが一例である。一方、日本在住の会員は現在６名で、この数はまだ少数ではあるが、日本からの会員数は平均して毎年一定している。さらにAHEADは、ここ最近日本との関係を深めたため、日本の障害学生支援に関わる人々のニーズに応えられる機会を持つ可能性が明らかになった。
そのため、日本での障害学生支援に関するニーズを理解し、それにどのように応えるか吟味するために、今回AHEADはアンケート調査を実施することになったのである。
AHEADにとってこのアンケート調査は、アジアの国を対象とした初めての試みである。この調査結果は、日本での国際活動を行う際に考慮すべき好機点と難問点が明らかになった。この調査結果を参考に、AHEADが今後の国際活動の一環として、日本の障害学生支援に関わる人々のニーズに対応するよう活動を増やす方向に向かうことを筆者は願う。
アジアは４７カ国を含む巨大な大陸である。障害学生支援はその国のユニークな文化、政治体制、法律、教育制度などが影響されるため、その国々によってニーズが違う。そのため、今回の日本のニーズ調査結果が、他のアジアの国にぴったりと当てはまるとは決して言えない。しかしこのアンケート調査が、AHEADにとって、ターゲットとした国のニーズを調査するに良いスタートになったと言えるであろう。AHEADが今後さらに諸外国と交流、意見交換を通じて、障害者にとって住みやすい社会にするための国際的な活動を増やす方法に向かうことを、筆者は願う。
アンケート回答に参加してご意見を下さった方々に、筆者から心よりお礼申し上げます。また、このアンケート調査実施に関してお手伝いしてくださった、支援技術開発機構（ATDO）の河村宏様、国立身体障害者リハビリテーションセンターの北村弥生様、米国モンタナ大学障害学生サービス部に厚くお礼を申し上げます。
主な結果要点
特に目立った調査結果の要点を以下に挙げる。
· およそ２５％のアンケート回答者は大学・高専教員であった。
· 半分以上のアンケート回答者（６４％）は３団体またはそれ以下の学会・協会に属する。
· 半分以上のアンケート回答者（６３％）はAHEADのことを知っていると答えた。
· AHEAD会員特典でアンケート回答者が優先したいものは、（１）インターネットでの障害学生支援に関する情報、（２）事務局からの情報・紹介サービス、（３）協会雑誌。
· 言語（英語）が障壁。しかし、予想したよりもかなり少ない数の回答者（１６％）が、言語に関する障壁がAHEAD入会を敬遠したい理由だと挙げた。
· AHEAD学会の会員費が高い。
· 高等教育での障害学生支援に関してタイムリーな情報収集を多くの回答者が希望。
調査結果
アンケート回答者の情況
職業内容
下の表１はアンケート回答者の職種をまとめたものである。参加者の幾人は複数の職種を回答した。回答者の約４分の１（２４．７％）は大学、高専教員、その次に多いのは学生（１５％）、団体支援者（１１．８％）であった。高等教育障害支援職員としてのアンケート回答者はわずか７．５％であった。
	職種
	回答数
	割合

	大学・高専教員
	23
	24.7%

	学生
	14
	15.0%

	団体支援者
	11
	11.8%

	家族
	9
	9.7%

	高等教育障害学生支援職員
	7
	7.5%

	研究機関職員
	6
	6.5%

	官公庁職員
	5
	5.4%

	義務教育または高校教員
	5
	5.4%

	カウンセラー
	4
	4.3%

	コンサルタント
	2
	2.2%

	管理職
	2
	2.2%

	学生支援職員
	1
	1.0%

	その他
	臨床心理士 (1)
出版関係(1)

大学卒業者 (1)

 障害当事者(1)


	4.3%

	
	合計 = 93
	合計 = 100%


表１: アンケート回答者の職種
所属学会または協会
現在所属している学会、協会は何かという質問に対し、５９人のアンケート回答者が答えた。３８人（６４％）は３つまたはそれ以下の学会・協会に所属している。２１人（３６％）は平均７つかそれ以上の数に所属している。一番多いので、ひとりは１４つの団体に所属しているとの結果が出た。
AHEADに関しての周知度
７６人のアンケート回答者のうち、４８人（６３％）がAHEADのことを知っていると回答した。一方、２８人（３７％）はAHEADに関して知らないと答えた。
AHEAD会員特典に関して
会員特典
AHEAD会員特典の中で、重要なもの、優先したいものを３つ選ぶ質問に対し、アンケート回答者のうち５７人がこの質問に答えた。下の表２はその答えをまとめたものである。特典はAHEADウェブサイト(www.ahead.org)から筆者が２００９年２月に引用したものである。
	特典
	回答数
	割合

	インターネットでの障害学生支援に関する情報提供
	46
	26.6%

	AHEAD事務局からの情報、紹介サービス

	29
	16.8%

	定期的に出版されている協会雑誌
	20
	11.6%

	AHEADが主催するシンポジウムまたはトレーニングに対する会員割引参加費
	18
	10.4%

	特定のトピックによるオンライングループディスカッションへの参加
	14
	8.1%

	１年に一度行われる学会の会員割引参加費
	13
	7.5%

	AHEADから出版されている書物の会員割引
	11
	6.4%

	就職採用情報
	9
	5.2%

	奨学金または助成金応募資格
	6
	3.5%

	会員名簿
	6
	3.5%

	現地でのコンサルティング、プレゼンテーション、評価サービスに対する会員割引
	1
	0.6%

	
	合計 = 173
	合計= 100%


表２: 優先したい会員特典
興味のある、または希望したい会員特典
上記以外の興味のある会員特典は何か、という質問に対し３３人が回答した。そのなかで一番多かった答えは「情報提供」（１３人：３９％）。さらに詳しく区別すると、障害学生支援の詳細な模範事例の情報提供を希望する人が多かった。具体例として以下のようなトピックが挙げられた。
· 障害のある通信大学生への支援
· 障害学生支援の立ち上げ・拡張
· 障害学生の就労に関して
· 学習スキル発達の支援
· Eテキストのような先行するトピック
少数回答ではあるが、以下のような会員特典要望も挙げられた。
· 日本語での情報提供
· 日本の現状にあった学生支援や就労支援についての情報や方法
· ネットワーク作り
· メーリングリスト
· アメリカ合衆国を含む諸外国の障害者支援に関する職業の具体的な内容
· オンラインデータベースとして障害学生支援に関する情報、教材の提供
· 協会雑誌のオンライン配信
· 安価な学会参加費（例：３０-４０ドル）
· 米国以外に住む会員のための学会参加割引
· 日本でのAHEAD大会の開催
· メンター紹介
 入会を敬遠したい要因
AHEADに入会するのを拒む原因として３１人がそれぞれの答えを挙げた。最も多かったのは、現在の入会参加費が高いためという理由だった（１０人、３２．３％）。その中でも、入会参加費を３０ドルまたは４０ドルと安価なものにして欲しいという具体的な希望があった。次に多かった要因は、情報が全て英語であるために起こる言語的なバリア（５人：１６％）、AHEADを良く知らない（４人：１３％）という理由であった。
言語、協会に関する知識以外の理由として、「会の活動内容が自分の仕事の中心とは一致しない」、「AHEADに参加するメリットがまだ分からない」、「高齢なため協会に入りたくない」、「AHEADが提供している情報が米国のみに適用できる情報に限られている、また、提供している情報が高等教育機関に限られている場合であれば入会を躊躇する」などが挙げられた。
有意義な協会にするための提案
３２人がAHEADを有意味な協会にするために具体的な提案を回答として挙げた。上記にあるAHEAD学会の会員特典に関する質問にも出たように、３２人のうちの１３人（４０．６％）は、協会が有用な情報の提供をすると有意義な協会になると答えた。有用な情報として、以下のようなものが挙げられた。
· トピックの拡大（例：就労）
· アメリカ、カナダ以外の諸外国での障害学生支援関連情報提供
· 具体的な支援の模範事例　
· 実践報告、研究報告
· 特定の障害のある学生への支援に関する情報提供（例：発達障害、精神障害）
アンケート回答者の中には、AHEADが同じトピックを毎回提供している印象があるため、新しいトピックの提供を望むという意見があった。
有用な情報の提供希望の次に多かった意見は、日本語での情報提供（４人）、アジア、アフリカ、中近東諸国を含む国際交流また会員同士の交換留学、研究（２人）が挙げられた。さらに、シンポジウムを含むAHEAD学会の日本での活動、AHEAD日本支部の設立（４人）という提案もあった。
他のコメントとして、「個々大学の具体的ニーズにあった相談」「障害学生支援経費の分配」を希望する回答もあった。
興味のあるトピック
障害学生の高等教育修学、それに関わる支援に関して興味のある問題点、話題は何かという質問に対し、４７人が回答した。複数のトピックを挙げた回答者も複数いた。以下の表３は、主要意見をトピックごとにまとめたものである。
	トピック
	コメント

	修学支援 (22) 


	· 大学院生への修学支援  

· 全講義において手話通訳が導入できる環境作り 

· 修学支援に携わるボランティア者の増加
· 支援範囲の設定
· 支援を行うスタッフの専門知識や技能の向上 

· 高校から大学、大学から雇用への移行期の支援
· 障害学生支援体制の構築、支援システムのあり方
· 教員または関係部署との連携支援  

· 支援技術
·  障害学生にとってバリアになっている大学の規約(例： 修学年限上限).   
· 修学も含む障害学生へ包括的なサポート（例：生活支援、能力開発）

	就労(7) 
	· 障害学生の就職活動に関する情報
· 発達障害学生の就職支援

	法律 (3) 
	· 障害学生の高等教育就学支援のための法的規定の確立
· 行政へインパクトを与える活動 

	研究 (4) 
	· 障害学生の高等教育修学支援に関するケーススタディー
· 諸外国との障害学生支援に関する研究
· 発達途上国での障害学生支援に関する研究
· 日本行政のための、海外で行われている障害学生支援の視察、または研究会

	教員・スタッフの知識向上 (4) 
	· 授業担当教員、学生生活全般を支援する大学職員の、障害学生支援に関する知識向上

	高等教育以前に関して (7)
	· 高校での障害学生支援
· 高校入試制度、大学入試試験制度
· 小学校、中学校での情報保障体制
· 教育関係法規
· 特別支援学校のカリキュラム

	ネットワーク (２) 
	· 国内の障害者同士での情報交換
· 国際的な障害学生当事者ネットワーク

	診断 (1)
	· 青年期における診断方法


 表３：興味のある障害学生修学、支援に関してのトピック   

考察
このアンケートは、日本で障害学生支援に関わる人々のニーズを把握するために実施された。
アンケート結果を見ると、日本の文化、法律、教育制度の違いにも関わらず、アンケート回答者から挙げられた、興味のある課題・問題点は、AHEAD会員の多くが在住するアメリカ、カナダにも適用するものが多かった。この結果から、課題・問題点は、国境を越えて共通していると考えられる。AHEADのミッションは、国際的に高等教育と障害学生に関する情報資源となることである。そのミッションをしっかり達成するために、共通した興味のある情報をどのようなベストな方法で海外に普及するべきか吟味することが必要であろう。
ひとつの例として、共通した興味のある課題・問題点をAHEAD学会時でおおいに討論するのもよいだろう。具体的な例として、Eテキストに関しての特別セッションを設け、複数の諸外国からの学会参加者にパネリストになってもらい、それぞれの国が著作権法をどのように対処しているか、代替教科書を読み障害のある学生にどのように提供しているか、諸外国がどのように協力することができるか、というような討論も興味深いだろう。まずは、AHEADのことをさらに多くの国に知ってもらい、さらに多くの海外在住に学会に参加してもらえる体制を作るのが不可欠であろう。
言語は情報を分け合うことの掛け橋にもなるし、障壁にもなる。幾人の回答者から、英語での情報入手は問題になるという意見が挙がった。もしAHEADが言語ニーズに対応し日本語で情報提供を行うとなると、日本語以外の言語のリクエストが将来あった場合どう対応するか。言語サポートに関しては、協会自身のスタンスをはっきりさせた方がよいであろう。
回答者から挙がった、協会を有用なものにするための提案はとてもいいアイデアが含まれてある。ひとつの例として、協会雑誌のオンライン配信は興味深いものだ。現在、AHEADから出されている研究論文誌の限られた号はオンラインとして閲覧できる。しかし、オプションとしてオンライン雑誌購読を提供することによって、アクセシブルなフォーマットを希望する会員はウェブサイトから得ることができるし、また協会は印刷のコストを下げることが出来るのではないだろうか。
アンケート回答者にとって最も大事なのは、情報入手であることが分かった。現在AHEADでは、事務局からの情報、紹介サービスを会員特典として提供している。海外からのメンバーのための特別な紹介サービスを、会員特典提供するのも良いだろう。例えば、数人の会員を国別に割り当てし、その国から紹介サービスのリクエストがあった場合、割り当てられた会員が連絡人として対応する。また、国際交流、国際共同研究に興味のある会員のリストをAHEAD事務局が作成し、それに基づいて、外国からのリクエストに対応するのもよいだろう。
海外からのメンバーのための割り引き入会費を提供するという提案が、このアンケートを通じで多数出た。AHEADはこの提案を吟味するべきだ。筆者が調べたところによると、アメリカに拠点を置くAmerican Psychological Association (APA)は海外在住者のための入会費が、正会員より割安で枠組みされている。さらにInstitute of Electrical and Electronics Engineers (IEEE)では、住在地域によってさらに別の割引会員費が設けてある。IEEEがどのような理由と背景で、地域によって入会費を決めたのか知らないが、このようなアイデアも、海外在住者の入会を奨励するために、良い案ではないだろうか。
最後に、日本でAHEADの存在をさらに知ってもらうよう、分かりやすい宣伝が必要であることが、今回のアンケート結果で分かった。AHEADを知っていると６３パーセントの回答があった。しかし実際コメントを見てみると、協会の特典として提供して欲しいものとして挙げられた項目は、既に幾つかの形で協会から提供されている。よって、協会の存在、目的、会員としての特典はまだ詳しく知られていないと考えられる。日本を含む英語圏外の国では効果的な方法でAHEADのことを知ってもらうことが大事であろう。そのような工夫をすることによって、協会は、「国際」という定義をさらに広げ、国際活動を拡大することが可能であろう。
